第27回　施設処遇検討会議　議事録　H23.12.5

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・馬渕豊子

中岫かなえ・小笠原嘉紀・中村文洋小坂和子

木村春子・上平ユリ子

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：秋山欣也・小坂和子・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：馬渕豊子
議題

１：　倉石　ヨシエ様（青風荘入所者様）の処遇について

２：  清川　厚子様　（青山荘入所者様）の処遇について

１倉石　ヨシエ様　様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症・
合併症：高血圧

＜問題点＞

①高齢による身体機能の低下→体重過多・筋力低下・高血圧

・前回比較して体重からは1㎏減る。

・高齢で身体機能も衰えているが、自分の行いたい活動では歩行、呼吸も安定する。

・指導時になると急に様子が変わり、ふらつきの動きや呼吸を早める等の行動が見られる。

・12/2介護認定調査行う。

・審査結果を踏まえて老健施設移行を検討、必要事項に応じて具体的に勧める。

・12/5保護者様にも調査経過を説明しており、理解を得て施設移行をスムーズに行う。

②妄想的発言（神様の仕業）

・妄想発言については、本人様の話しを聞いて、不安、困りごとを軽減する。

・神様の仕業発言については自分に都合よく捉えていることもある為、傾聴してその都度見極めて一人で抱え込まないように理解を促す。

＜介入方法＞

・健康プログラム時に体重値、体脂肪測定値から具体的に健康維持への意識を高められるよう説明と促しを勧めて実践に取り入れる。

・健康プログラム実践、身体機能維持で筋力を補う運動として主にストレッチをおこなう。

椅子に着座した姿勢で無理のない状態を保ちながら勧める。

・外出時歩行（外来時、レクリエーション、散歩、買物）見守りで休憩も取りながら、現在できる範囲での歩行状態を良しとして転倒防止を図りながら自力移動を支える。

・バイタル測定で高値になる事も見られる為、主治医への情報提供を行い、生活面でも特に立ち上がり時の急な行動等に注意をしながら、見守り、必要以上の介入にならない様配慮する

・本人様の発言を傾聴、妄想的な場合は不安軽減と情動安定を失わないよう関わり、体調を聞き出しながら、本人様が指導やアドバイスが聞き入れやすいような関係性や環境を整えて無理なく受容しやすくなるよう考慮しつつ、自立度の安定を保つ。

・被害妄想的な発言や他者への暴言がある時は、体調変化を見逃さず、本人様が理解できる言葉で説明しながら諭し、他者への迷惑にも繋がると繰り返し伝え穏やかに聞き入れる工夫をする。

　

＜評価＞

80歳で身体機能低下に気づきにくく歩行、移動時見守り必要。

被害妄想から現実検討が難しい時に他者間で暴言、暴動が見られている。できるだけ本人のストレスが緩和できるように傾聴、気持ちを引き出しながら本人の納得できる支援、介入をしていく。主治医に現状を報告、血圧への対応も指示を仰ぎながら行う。

　施設新体系移行に伴い、12/2障害程度区分認定と介護認定調査実施されています。

　12/5保護者様（山舘様・立花様）来荘されている。H24年度4月以降年齢と障害程度区分調査により青風荘対象外になる事も含めて移行先選択（南山苑、他介護施設）の必要性がある事を説明して概ね理解をして頂く。

２：清川　厚子様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：糖尿病19単位

＜問題点＞
1 健康管理（毎日の体重・バイタル測定・自炊訓練・散歩）

・毎日の体重・バイタル測定継続、体重は58㎏まで減量するよう指導があり、受診時に

主治医に報告

・糖尿病のために栄養指導受ける。食事に必要な栄養素、量の説明があり自炊時に実施。

2 保清指導（皮膚科受診・頭皮垢の治療・入浴・洗髪・洗濯）

・皮膚科受診して、頭皮垢、巻き爪消毒、軟膏塗布治療継続中。

　　　洗髪、足洗いを面倒がり拒否されるためスタッフ介入する。

・入浴も拒否しがちで巧みな説得かご褒美が無いと理解に至らない。

・定期洗濯、掃除は促し必要。

3 金銭管理（小遣い帳の記入）

・11/16から小遣いは事務室預かりで必要時に理由を尋ねてから出す。

・預け入れ金額を知っている為、必要以外でも「私のお金です」と訴えている。

・自炊用の買物は職員同行、残り食材と糖尿病管理のために厳選された食材購入を行う。

・糖尿病管理と体重減量のため日常的に間食、外食は禁止となる

④服薬チェック帳利用

・服薬管理は10/13からチェック帳を使用1ヵ月目は1日分を管理。

・2ヶ月目からはH24、3/31退所予定を意識して1週間分の管理に変更している。
＜評価＞

　・週末は自宅外泊を取り入れて主婦らしく家事を行う事を目的にしている。自宅に寄り家事を行うように指導中だが、本来家事を苦手としている事や単独で行うには飽きやすさもありほとんどは自宅の様子を見るだけになり、街に出かけてカラオケ、買物をされる。

・計画性がなく突発に理由をつけては外出希望されている為、必要な用事のみするよう指導しているが聞き入れ不良な事も多く、その都度の励ましや指導を継続する。

・今後は青山荘内での生活と家庭生活を持続しつつ施設体系移行後のサービス利用で通う場所としての位置づけを考慮して固定化せず本人様のできる事を優先に励ましながら支援する。

